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山博友の会だより
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当会またサークル４団体（ボランティアの会・烏帽子の会・
花めぐり紀行・山岳文化研究会）の活動は、博物館公式HP
でご覧いただけます。

　友の会主催事業として７月５日（日）に実施した今回の催しでは19

名の会員が参加し、山岳博物館から千葉副館長が講師として同行して

植物の現地説明を行いました。

　当日の朝は、白馬五竜スキー場からゴンドラとリフトを利用して地

蔵の頭へ。曇り空で、お天気が心配でしたが、何とか雨に遭わずに小

遠見山まで往復し、予定通りの行程を歩くことができました。昼食休

憩と記念写真を撮影した小遠見山では、一瞬ではありましたが、雲間

からカクネ里氷河を見ることができました。帰りは白馬五竜高山植物

園を見学後、ゴンドラに乗車して下山。初夏の一日、五龍岳遠見尾根

での自然観察会を楽しみました。

　江戸時代後期の念仏行者・播隆は、槍ヶ岳での登拝修行

を文政９年（1826）から天保６年（1835）まで計５回実

践したと伝わります。

　播隆自身は、「開山」という言葉を使わず「開闢」（天地

の開き初め。宗教的な開山の意）と記し、その目的を達成

したのは天保５年（1834）の４回目の槍ヶ岳登山のとき

でした。その際、山頂を平らに広げ、先に安置した三体の

仏像に、新たに仏像一体を加えて四尊とし、これをもって

「槍ヶ岳寿命神」として、神仏が一体化した槍ヶ岳での独自

の登拝信仰を形成しました。このとき、後に続く講による

登拝者のために、槍の穂先と呼ばれる山頂付近の岩場に藁縄

と木製の鈎で作った「善の綱」（善所へ導く綱の意）」も掛

けます。この綱は、後に信徒らによって鉄鎖に掛け替えら

れます。

　こうした播隆による槍ヶ岳登山で一行が通ったのが、

「飛州新道」などと呼ばれる北アルプス南部の山中を抜け

る道でした。この道は、信州（信濃国）と飛州（飛騨国）を

結ぶ古道を改善し、交易の道として江戸時代後期に開削が

進められたもので、播隆らは槍ヶ岳への通い道として、新

道の一部を利用して槍沢へと至りました。

　当館では、今年の7月28・29日に、この道の一部を含

む鍋冠山・蝶ヶ岳方面への現地調査を行いました。シラビ

ソやコメツガなどの針葉樹からなる原生林の森を歩き、牛

首（つめた沢掘り割付近）の播隆小屋掛け跡、大平（富士見

横手分岐付近）の牛小屋跡、大久保（八丁ダルミ付近）、鎗ヶ

嶽（槍ヶ岳）道・上口（上高地）道の分岐、手水ヶ嶽（大滝山）

など、消滅地名を含め、播隆が歩いた当時の古地名の場所

付近をたどりました。

　今年は播隆の槍ヶ岳初登山から200年というひとつの

節目を迎えます。　　　　 （市立大町山岳博物館　学芸員）

関 　悟志

◆市立大町山岳博物館は付属園を含め、月曜日と祝日の翌日が休館です。ただし、月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館
となります。このほか、年末年始は休館となります。

◆開館時間は次の通りです。４～11月：午前９時～博物館：午後５時（入館は午後４時30分まで）・付属園：午後４時30分
（入園は午後４時まで）、12～３月：午前10時～博物館・付属園：午後４時（入館・入園は午後３時30分まで）。

◆毎月第３日曜日の「家庭の日」とその前日の土曜日は、「大町市民無料開放デー（長野県民割引）」として、大町市民
の方は観覧料が無料です。また、この日は長野県民の方も団体割引料金で観覧いただけます。今季の該当日は、10月
17・18日、11月14・15日、12月19・20日です。この機会にぜひご来館ください。

◆次の方は通年、いつでも博物館を無料で観覧いただけます。《障がい者手帳をお持ちの方と付き添いの方１名／未就学児
／大町市内小・中学校に通う児童・生徒／大町市在住の高校生／大町市在住の65歳以上の方》

　このほかにも観覧料の各種割引があります。詳しくは受付窓口でお尋ねください。
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「五龍岳 遠見尾根 

　  ―高山植物・カクネ里氷河を見る―」

お知らせ   ～『令和7年度  年報』を発行しました（令和8年7月25日  発行）～
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　このたび、昨年度の当館における活動をまとめた『令和7年度 年報』を発行しました。

　毎年度発行している『年報』では、資料収集・保存管理事業、調査研究事業、教育普及事業を中心に、前年度にお

ける１年間の活動内容を記しています。『年報』は、今回発行分の令和７年度のほか、過去年度についても当館公式ウェ

ブサイトでPDFファイルにて公開しています。ぜひ、ご高覧ください。

ライチョウの人工採精・人工授精付属園だより

　ライチョウの人工採精および人工授精の取組は、上野動

物園と横浜市繁殖センターで令和３年から開始されました

が、当館では今年度から初めてこの取組に参画しました。

今年度は、５月末に他園から職員を派遣していただき、２

日間の研修を受けました。

　今回の取組は、飼育個体を対象としていましたが、野生

の雄から採精し、飼育の雌に精液を注入する方法を確立す

るための検証も兼ねて実施しました。そのため、実際の移

動時間を想定し、採精した精液を５時間以上低温で保存し

た後、雌への注入を行いました。

　人工採精では、ライチョウに対するマッサージの力加減

や方法のコツをつかむことが難しく、個体に負担をかけな

いよう細心の注意を払いながら行いました。採精後には、

顕微鏡で精子の量や状態を確認するなど、採取した精液の

検査も行いました。

　研修後も、当館職員だけで人工採精と人工授精に繰り返

し取り組み、職員同士で情報を共有しながら経験を重ねま

した。しかし、採取した精液の中に精子を確認できないこ

とも多く、採精の時期やマッサージの方法など、今後さら

に見直していく必要があります。今年度の取組を通して、

人工採精・人工授精について多くの経験を積むことができ

ました。まだ技術的に課題はありますが、今後も練習を重

ねながら、当館に適した採精の時期や方法を探っていきた

いと思います。

　ライチョウの域外保全に貢献できるよう、引き続き取り

組んでまいります。

夏の自然観察会
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大町の地震と大森房吉

　本年（2026年）４月18日に大町市内を震源とする

地震が発生しました。強い揺れは、13時20分ごろと

14時54分ごろの2回発生し、１回目がM5.0、最大

震度５強（大町市ほか）、２回目がM5.1、最大震度５

弱（大町市ほか）を記録しました。なんと、ちょうど

１年前の2025年４月18日にもM5.1、最大震度５

弱の地震が発生しています。大町市在住の方は、偶然

とも思えないこの日の発生に不安を抱かれた方が多

かったのではないでしょうか。どちらの年も人的被害

はありませんでしたが、屋根瓦が落下したり、外壁が

崩れたり、お墓が転倒するなどの被害があちこちで見

られました。昨年の地震では、八坂地区の覚音寺の重

要文化財の仏像１体が倒れて破損し、大きく報道され

ました。昨年及び今年の地震について被害状況の概査

を行いましたので、ほんの一部ではありますが、簡単

に報告します。また、大町近辺が震源となった過去の

地震についても紹介します。

　両年の地震の翌日に簡単な調査を行いましたので、

その様子をご紹介します。下の図には、震央と調査地

点を示しました。調査場所は、両年とも八坂地区から

美麻地区を通る県道497号美麻八坂線沿いルートで

す。手積みの石垣が崩れていたり、石碑や墓石などが

倒れているのを何

か所かで見かけま

した。今年の地震

で特に被害が大き

かった所は美麻の

小藤集落でした。

ここでは写真のよ

う に 壁 に ひ び が

入っていたり、剥

がれ落ちている民

家 も あ り ま し た

が、墓石の転倒被

害が数多く見られ

ま し た。墓 石 は

様々な方向に倒れ

ていましたが、北

西～北東方向へ倒

れているものが多

い印象でした。ま

た、回転したり、

移動しているものもありました。回転角度は8°～

42°で、回転方向は時計回りのものがほとんでしたが、

反時計回りのものもありました。移動しているものの

方向は、ほぼ北へ数cm ～ 25cmでした。また、回転

と移動が組み合わさったものも何基かありました。一

般的には倒れる方向は地震動の方向と関係が深いと言

われていますが、墓石の形や大きさ、方向、その場所

の地形にも関連すると考えられ、倒れた方向から地震

動の方向を特定するのは詳細な検討が必要です。ただ

し、墓石の移動方向と回転方向については、慣性の法

則により震動方向とは反対方向に物体の移動が起き、

震動粒子が時計回りに回転している時には物体は反時

計回りに回転するという研究もあります（澤田ほか 

1998）。なお、今回の地震について精密な調査や検

討を当館では行っていませんので、上記の結果から地

震の特徴を述べること

はできません。より正

確な調査とデータの解

析を行うことは、地震

の特性を解明する上で

重要であることを改め

て認識いたしました。

当館内でも大きな揺れ

を感じましたが、天井からほこりや部材のかけらの落

下や机上の本やパソコンが倒れた程度で、幸い大きな

被害はありませんでした。前ページの写真で本が倒れ

ている方向は、ほぼ南です。

　なお、調査ルート（県道497号）と並行するように

小谷-中山断層が通っていると言われていますが、こ

の断層が動いた形跡は見られませんでした。信州大学

震動調査グループや気象庁の観測結果でも、この断層

とは無関係であることが報告されています。また、糸

魚川-静岡構造線や松本盆地西縁断層、神城断層との

関わりについても様々な見解があるようです。

　歴史時代において、大町市を含む長野県北部でも大

きな地震があったとの記録が残っています。被害のよ

うすがわかるものもあります。最も古い記録は、

762年に美濃～信濃にかけてのＭ７の地震ですが、詳細

は不明です。以降、841年（信濃）、1714年（信濃

小谷地震）、1847年（善光寺地震）、1853年（信濃

北部）、1858年（信濃大町地震）、1890年（長野県

北部）、1918年（大正大町地震）、1986年（長野県

北部）、2011年（長野県北部：栄村）、2014年（神

城地震）などです。なお、古文書には残ってはいませ

んが、大町市三日町で掘削したトレンチから６～７世

紀頃に起きたであろう地震によってできたと思わる逆

断層も見つかっています。

　歴史時代の地震のうち、1918（大正７）年11月

11日の大町で起きた地震について紹介します。この

地震は、1858年に大町で起きた地震と区別するため

に「大正大町地震」とも呼ばれています。強い地震が

未明と夕方の２回立て続けに強い揺

れがあり、「双子地震」とも言われて

います。地震学者で有名な大森房吉

（1868-1923・右図）は地震直後

に大町地域に調査に入り、余震の回

数や詳細な被害状況を「大正七年信

州大町地方激震調査報告」として記

録を残しています。現地の警察官に

よる分刻みの揺れの記録日誌や、住民への聞き取り調

査からこの時の地震の特徴を分析しています。さらに

は陸軍測量部による水準点測量結果に基づき、大町地

域の地盤が150mm以上上昇していると報告してい

ます。また、東京や長野の測候所の微動計観測の生の

記録も添付されており、大町地震を総括するような重

要な記録集ともなっています。なお、震央は諸説あり

ますが、１回目は大町市東の縁（当博物館に近い場所

と思われます）、２回目は大町市南西部寺海戸地区あ

たりと言われています（大森、1921・坪井、1922他）

が、最近では両地震とも東山山中とされています（河

内、2000他）。坪井（1922）には盆地南西部の寺海

戸地区からN35E方向へ約１kmの断層（東側６cm沈

降）が描かれてい

ます（右上図）。ま

た、河内（2000）

によれば、大町盆

地中心部に北東-

南 西 方 向 に 最 大

200mmの隆起帯

ができていたこと

が導き出されてい

ます（右下図）。

　大森房吉は、「地

震学の父」とも呼

ばれ、世界にもそ

の名がとどろいて

いる偉大な地震学

者です。高校地学

の教科書でも「大

森公式」という計

算式が必ず載って

います。この式は、

観測点から震源ま

での距離Ｄを求め

る式で、小学校で

学ぶ距離と時間と

速さの関係に代入

したごく簡単な式

です。初期微動継

続 時 間T（Ｐ波 到

着時間とＳ波到着

時間の差）、Ｐ波と

Ｓ波の速度から求

め た 値 を 係 数ｋ

（通常６～８km/s）

として、  Ｄ＝kＴ

という簡単な式で

表されています。

地震波の記録から

Ｔがわかりますので、Ｄが簡単に算出できます。簡単

な式ですが誰も気づかなかった画期的なアイデアだっ

たのです。さらに、世界初の連続記録が可能な「大森

式地震計」も開発しています。そのような偉大な成果

を成し遂げた大森房吉が大町ともかかわりが深かった

というのは大変興味深いのではないでしょうか。

　　（市立大町山岳博物館　専門員）

さんぱく研究最前線　－北アルプスの自然と人  トピックス－

竹村　健一

２．被害のようす（概査）
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大町の地震と大森房吉

　本年（2026年）４月18日に大町市内を震源とする

地震が発生しました。強い揺れは、13時20分ごろと

14時54分ごろの2回発生し、１回目がM5.0、最大

震度５強（大町市ほか）、２回目がM5.1、最大震度５

弱（大町市ほか）を記録しました。なんと、ちょうど

１年前の2025年４月18日にもM5.1、最大震度５

弱の地震が発生しています。大町市在住の方は、偶然

とも思えないこの日の発生に不安を抱かれた方が多

かったのではないでしょうか。どちらの年も人的被害

はありませんでしたが、屋根瓦が落下したり、外壁が

崩れたり、お墓が転倒するなどの被害があちこちで見

られました。昨年の地震では、八坂地区の覚音寺の重

要文化財の仏像１体が倒れて破損し、大きく報道され

ました。昨年及び今年の地震について被害状況の概査

を行いましたので、ほんの一部ではありますが、簡単

に報告します。また、大町近辺が震源となった過去の

地震についても紹介します。

　両年の地震の翌日に簡単な調査を行いましたので、

その様子をご紹介します。下の図には、震央と調査地

点を示しました。調査場所は、両年とも八坂地区から

美麻地区を通る県道497号美麻八坂線沿いルートで

す。手積みの石垣が崩れていたり、石碑や墓石などが

倒れているのを何

か所かで見かけま

した。今年の地震

で特に被害が大き

かった所は美麻の

小藤集落でした。

ここでは写真のよ

う に 壁 に ひ び が

入っていたり、剥

がれ落ちている民

家 も あ り ま し た

が、墓石の転倒被

害が数多く見られ

ま し た。墓 石 は

様々な方向に倒れ

ていましたが、北

西～北東方向へ倒

れているものが多

い印象でした。ま

た、回転したり、

移動しているものもありました。回転角度は8°～

42°で、回転方向は時計回りのものがほとんでしたが、

反時計回りのものもありました。移動しているものの

方向は、ほぼ北へ数cm ～ 25cmでした。また、回転

と移動が組み合わさったものも何基かありました。一

般的には倒れる方向は地震動の方向と関係が深いと言

われていますが、墓石の形や大きさ、方向、その場所

の地形にも関連すると考えられ、倒れた方向から地震

動の方向を特定するのは詳細な検討が必要です。ただ

し、墓石の移動方向と回転方向については、慣性の法

則により震動方向とは反対方向に物体の移動が起き、

震動粒子が時計回りに回転している時には物体は反時

計回りに回転するという研究もあります（澤田ほか 

1998）。なお、今回の地震について精密な調査や検

討を当館では行っていませんので、上記の結果から地

震の特徴を述べること

はできません。より正

確な調査とデータの解

析を行うことは、地震

の特性を解明する上で

重要であることを改め

て認識いたしました。

当館内でも大きな揺れ

を感じましたが、天井からほこりや部材のかけらの落

下や机上の本やパソコンが倒れた程度で、幸い大きな

被害はありませんでした。前ページの写真で本が倒れ

ている方向は、ほぼ南です。

　なお、調査ルート（県道497号）と並行するように

小谷-中山断層が通っていると言われていますが、こ

の断層が動いた形跡は見られませんでした。信州大学

震動調査グループや気象庁の観測結果でも、この断層

とは無関係であることが報告されています。また、糸

魚川-静岡構造線や松本盆地西縁断層、神城断層との

関わりについても様々な見解があるようです。

　歴史時代において、大町市を含む長野県北部でも大

きな地震があったとの記録が残っています。被害のよ

うすがわかるものもあります。最も古い記録は、

762年に美濃～信濃にかけてのＭ７の地震ですが、詳細

は不明です。以降、841年（信濃）、1714年（信濃

小谷地震）、1847年（善光寺地震）、1853年（信濃

北部）、1858年（信濃大町地震）、1890年（長野県

北部）、1918年（大正大町地震）、1986年（長野県

北部）、2011年（長野県北部：栄村）、2014年（神

城地震）などです。なお、古文書には残ってはいませ

んが、大町市三日町で掘削したトレンチから６～７世

紀頃に起きたであろう地震によってできたと思わる逆

断層も見つかっています。

　歴史時代の地震のうち、1918（大正７）年11月

11日の大町で起きた地震について紹介します。この

地震は、1858年に大町で起きた地震と区別するため

に「大正大町地震」とも呼ばれています。強い地震が

未明と夕方の２回立て続けに強い揺

れがあり、「双子地震」とも言われて

います。地震学者で有名な大森房吉

（1868-1923・右図）は地震直後

に大町地域に調査に入り、余震の回

数や詳細な被害状況を「大正七年信

州大町地方激震調査報告」として記

録を残しています。現地の警察官に

よる分刻みの揺れの記録日誌や、住民への聞き取り調

査からこの時の地震の特徴を分析しています。さらに

は陸軍測量部による水準点測量結果に基づき、大町地

域の地盤が150mm以上上昇していると報告してい

ます。また、東京や長野の測候所の微動計観測の生の

記録も添付されており、大町地震を総括するような重

要な記録集ともなっています。なお、震央は諸説あり

ますが、１回目は大町市東の縁（当博物館に近い場所

と思われます）、２回目は大町市南西部寺海戸地区あ

たりと言われています（大森、1921・坪井、1922他）

が、最近では両地震とも東山山中とされています（河

内、2000他）。坪井（1922）には盆地南西部の寺海

戸地区からN35E方向へ約１kmの断層（東側６cm沈

降）が描かれてい

ます（右上図）。ま

た、河内（2000）

によれば、大町盆

地中心部に北東-

南 西 方 向 に 最 大

200mmの隆起帯

ができていたこと

が導き出されてい

ます（右下図）。

　大森房吉は、「地

震学の父」とも呼

ばれ、世界にもそ

の名がとどろいて

いる偉大な地震学

者です。高校地学

の教科書でも「大

森公式」という計

算式が必ず載って

います。この式は、

観測点から震源ま

での距離Ｄを求め

る式で、小学校で

学ぶ距離と時間と

速さの関係に代入

したごく簡単な式

です。初期微動継

続 時 間T（Ｐ波 到

着時間とＳ波到着

時間の差）、Ｐ波と

Ｓ波の速度から求

め た 値 を 係 数ｋ

（通常６～８km/s）

として、  Ｄ＝kＴ

という簡単な式で

表されています。

地震波の記録から

Ｔがわかりますので、Ｄが簡単に算出できます。簡単

な式ですが誰も気づかなかった画期的なアイデアだっ

たのです。さらに、世界初の連続記録が可能な「大森

式地震計」も開発しています。そのような偉大な成果

を成し遂げた大森房吉が大町ともかかわりが深かった

というのは大変興味深いのではないでしょうか。

　　（市立大町山岳博物館　専門員）

さんぱく研究最前線　－北アルプスの自然と人  トピックス－

竹村　健一

２．被害のようす（概査）
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貴重な山岳資料をご寄贈いただき
ました

大町北部小学校３年生の社会科
連携授業を行いました

松本山雅サポーターによる
ボランティア活動

　毎年、松本山雅公式キャラクター「ガ

ンズくん」にちなんで、サポーターの

皆様にライチョウ保護のボランティア

活動を行っていただいています。昨年

と同様に、今年もライチョウ舎周りの

雑草や枝の除去にご協力いただきまし

た。

　13名のボランティアのご協力によ

り、雑草が目立っていたライチョウの

飼育舎周りがきれいに整備され、管理

面の向上だけでなく、来園者にも気持

ちよくライチョウをご覧いただける環

境を整えることができました。6月は

雑草がぐんぐんと伸びる時期で、職員

だけでは整備が追いつかないこともあ

ります。ボランティアの皆様のご協力

に深く感謝いたします。

　毎年、当館では市内の小学校を対象

とした「学校との連携授業」を行って

います。

　この連携授業は、小学校の各学年に

おける社会科・理科での単元授業とし

て博物館にお越しいただき、それぞれ

の学習プログラムによって展示資料を

実際に見ながら学芸員が解説すること

で、学校の教室で学んだことについて、

博物館でより一層理解を深めていただ

くものです。

　この日は大町北部小学校3年生の3

クラス87名が当館を訪れ、3階展示

室からガラス越しに見える市街地など

を眺めながら、社会科の「土地利用」

に関する学習を行うとともに、2階展

示室で動物のはく製や付属園でライ

チョウなどを見学しました。

　岡谷市在住の林正敏様【写真中央】か

ら、国内の著名な岳人たち自筆の葉書

や手紙といった書簡、ピッケルなどの貴

重な山岳資料76点を当館へご寄贈い

ただきました。ご寄贈の際、林様に当館

を薦めていただいた元岡谷市長の林新

一郎様【写真左】も同席いただきました。

　これら資料は、故・高山忠四朗氏旧

蔵の品々で、日本野鳥の会諏訪支部名

誉支部長である林氏が野鳥調査を通じ

て交流があった高山氏から譲り受けた

もの。書簡は、日本山岳会信濃支部長

を歴任した高山氏が、槇有恒、串田孫

一、藤木九三、田部重治、深田久弥、松

方三郎、冠松次郎といった国内の著名

な岳人らと交わしたものです。

　なお、林新一郎様からは後日 6 月

25日に木製スキー板1台の寄贈を受

けました。

令和8年5月29日（金）

令和8年5月29日（金） 令和8年6月13日（土）

大北地域２校の高校生による
見学がありました

中学校の職業体験学習を受け入れ ライチョウ普及啓発推進
プログラム勉強会に参加しました

　日本動物園水族館協会では、今年度

より環境省と連名で策定した「第３期

ライチョウ生息域外保全実施計画」に

沿って、ライチョウの普及啓発を推進

することが決定しました。方針を固め

ていくために、６月26日に恩賜上野

動物園で勉強会が開催され、各飼育園

館のライチョウの担当者が参加しまし

た。当館も日本動物園水族館協会加盟

館として参加し、今後新たに実施する

取組などについて話し合いました。

　今後もライチョウをより多くの人に

知っていただき、域外保全の取組を応

援していただけるように、関係者と連

携しながら取り組んでまいります。

　山岳博物館では、学校教育における

キャリア教育推進に協力しており、年

間を通じて随時、市内や近隣市町村の

中学生や高校生の職業体験学習の受け

入れを行っています。今年は、これま

で八坂小中学校と高瀬中学校の生徒の

みなさんが実習を行いました。

　各学校の実習では、基本的に１日目

は博物館の仕事や施設の役割などを学

び、標本作製や資料登録などを体験。

２日目は付属園で動物の飼育を体験し

た後、受付業務を体験。

　将来の進路の参考にしていただくと

ともに、裏方の仕事を体験することで

博物館をより身近に感じていただけれ

ば幸いです。

　６月18日と23日に白馬高等学校

の普通科・国際観光科１年生、計51

名の見学がありました。同校では「北

アルプス学」という特色ある授業を展

開しており、今回はその授業として来

館いただき、当館学芸員が館内や付属

園を案内して説明しました。

　また、６月19日には大町岳陽高等学校

１年生161名の見学がありました。７月実

施の同校の学校行事「全校登山」に向けた

予備登山として鷹狩山へ登る途中、毎年、

普通科・学究科の全１年生に来館いただ

いています。全校登山は同校の前身のひ

とつ大町南高校（後に大町高校）当時の

1948（昭和23）年から続く伝統行事です。

　両校とも、当館の常設展を通じて北

アルプスの自然と歴史を学んでいただ

きました。

令和8年6月18日（木）・19日（金）・23日（火）

令和８年6月18・19日（木・金）

7月15・16日（水・木） 令和8年6月26日（金）

　令和6・7年度に、環境省が実施した飼育ライ

チョウを中央アルプスに放鳥するまでの取り組み

について、当館での飼育や大学研究機関による研

究を中心に紹介する企画展です。みどころは、夏

号（第71巻第2号）をご参照ください。

■期間　令和８年９月19日（土）～12月20日（日）

■時間　９月～ 11月  午前9時～午後５時

　　　　　　　　　　 （入館は午後4時30分まで）

　　　　12月から　　午前10時～午後４時

　　　　　　　　　　 （入館は午後3時30分まで）

■会場　当館 特別展示室

■費用　通常の観覧料（常設展と共通）が必要です。

企画展記念講演会
　環境省  信越自然環境事務所  生息地保護連携

専門官  福田  真さんと、中部大学  環境生物化学

科  准教授  土田  さやかさんを講師にお招きした

講演会です。

■期日　令和8年10月10日（土）

■時間　午後１時～午後４時30分

■費用　参加費無料

■申し込み　要事前申込

■会場　サン・アルプス大町 大会議室

■申し込み方法 

Ｅメール・FAX・電話、または直接当館へお申

し込みください。申し込み時は、お名前・お住

まいの地域・お電話番号をお知らせください。

ミュージアムガイド＆ライチョウ観察会
　当館の学芸員による企画展の解説と、付属園の

ライチョウ観察会を行います。

■期日　令和８年10月11日（日）

　　　　　　　　12月  ６日（日）

■時間　午前10時～・午後２時～

■申し込み　不要

■会場　当館 特別展示室と付属園

■費用　通常の観覧料（常設展と共通）が必要です。

　当館の専門員を講師に、石についてくわしく解

説する野外講座です。

■主催　長野県山岳総合センター

■共催　市立大町山岳博物館

■期日　令和８年9月27日（日）

■申し込み　要事前申込

■問い合わせ　長野県山岳総合センター

　電 話：0261-22-2773

　FAX：0261-22-5444

　Eメール：info@sangakusogocenter.com

展示・イベントのご案内

特別展　関連催し

市立大町山岳博物館
電　話：０２６１－２２－０２１１
ＦＡＸ：０２６１－２１－２１３３
Ｅメール：sanpaku@city.omachi.nagano.jp

企画展の申し込み・問い合わせ先

「ライチョウ野生復帰大作戦
 　－令和6・7年度の取り組み－」

企画展

石ハカセをめざそう！
野外活動講座

付属園のライチョウ（2025年12月６日撮影）
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雑草がぐんぐんと伸びる時期で、職員

だけでは整備が追いつかないこともあ

ります。ボランティアの皆様のご協力

に深く感謝いたします。

　毎年、当館では市内の小学校を対象

とした「学校との連携授業」を行って

います。

　この連携授業は、小学校の各学年に

おける社会科・理科での単元授業とし

て博物館にお越しいただき、それぞれ

の学習プログラムによって展示資料を

実際に見ながら学芸員が解説すること

で、学校の教室で学んだことについて、

博物館でより一層理解を深めていただ

くものです。

　この日は大町北部小学校3年生の3

クラス87名が当館を訪れ、3階展示

室からガラス越しに見える市街地など

を眺めながら、社会科の「土地利用」

に関する学習を行うとともに、2階展

示室で動物のはく製や付属園でライ

チョウなどを見学しました。

　岡谷市在住の林正敏様【写真中央】か

ら、国内の著名な岳人たち自筆の葉書

や手紙といった書簡、ピッケルなどの貴

重な山岳資料76点を当館へご寄贈い

ただきました。ご寄贈の際、林様に当館

を薦めていただいた元岡谷市長の林新

一郎様【写真左】も同席いただきました。

　これら資料は、故・高山忠四朗氏旧

蔵の品々で、日本野鳥の会諏訪支部名

誉支部長である林氏が野鳥調査を通じ

て交流があった高山氏から譲り受けた

もの。書簡は、日本山岳会信濃支部長

を歴任した高山氏が、槇有恒、串田孫

一、藤木九三、田部重治、深田久弥、松

方三郎、冠松次郎といった国内の著名

な岳人らと交わしたものです。

　なお、林新一郎様からは後日 6 月

25日に木製スキー板1台の寄贈を受

けました。

令和8年5月29日（金）

令和8年5月29日（金） 令和8年6月13日（土）

大北地域２校の高校生による
見学がありました

中学校の職業体験学習を受け入れ ライチョウ普及啓発推進
プログラム勉強会に参加しました

　日本動物園水族館協会では、今年度

より環境省と連名で策定した「第３期

ライチョウ生息域外保全実施計画」に

沿って、ライチョウの普及啓発を推進

することが決定しました。方針を固め

ていくために、６月26日に恩賜上野

動物園で勉強会が開催され、各飼育園

館のライチョウの担当者が参加しまし

た。当館も日本動物園水族館協会加盟

館として参加し、今後新たに実施する

取組などについて話し合いました。

　今後もライチョウをより多くの人に

知っていただき、域外保全の取組を応

援していただけるように、関係者と連

携しながら取り組んでまいります。

　山岳博物館では、学校教育における

キャリア教育推進に協力しており、年

間を通じて随時、市内や近隣市町村の

中学生や高校生の職業体験学習の受け

入れを行っています。今年は、これま

で八坂小中学校と高瀬中学校の生徒の

みなさんが実習を行いました。

　各学校の実習では、基本的に１日目

は博物館の仕事や施設の役割などを学

び、標本作製や資料登録などを体験。

２日目は付属園で動物の飼育を体験し

た後、受付業務を体験。

　将来の進路の参考にしていただくと

ともに、裏方の仕事を体験することで

博物館をより身近に感じていただけれ

ば幸いです。

　６月18日と23日に白馬高等学校

の普通科・国際観光科１年生、計51

名の見学がありました。同校では「北

アルプス学」という特色ある授業を展

開しており、今回はその授業として来

館いただき、当館学芸員が館内や付属

園を案内して説明しました。

　また、６月19日には大町岳陽高等学校

１年生161名の見学がありました。７月実

施の同校の学校行事「全校登山」に向けた

予備登山として鷹狩山へ登る途中、毎年、

普通科・学究科の全１年生に来館いただ

いています。全校登山は同校の前身のひ

とつ大町南高校（後に大町高校）当時の

1948（昭和23）年から続く伝統行事です。

　両校とも、当館の常設展を通じて北

アルプスの自然と歴史を学んでいただ

きました。

令和8年6月18日（木）・19日（金）・23日（火）

令和８年6月18・19日（木・金）

7月15・16日（水・木） 令和8年6月26日（金）

　令和6・7年度に、環境省が実施した飼育ライ

チョウを中央アルプスに放鳥するまでの取り組み

について、当館での飼育や大学研究機関による研

究を中心に紹介する企画展です。みどころは、夏

号（第71巻第2号）をご参照ください。

■期間　令和８年９月19日（土）～12月20日（日）

■時間　９月～ 11月  午前9時～午後５時

　　　　　　　　　　 （入館は午後4時30分まで）

　　　　12月から　　午前10時～午後４時

　　　　　　　　　　 （入館は午後3時30分まで）

■会場　当館 特別展示室

■費用　通常の観覧料（常設展と共通）が必要です。

企画展記念講演会
　環境省  信越自然環境事務所  生息地保護連携

専門官  福田  真さんと、中部大学  環境生物化学

科  准教授  土田  さやかさんを講師にお招きした

講演会です。

■期日　令和8年10月10日（土）

■時間　午後１時～午後４時30分

■費用　参加費無料

■申し込み　要事前申込

■会場　サン・アルプス大町 大会議室

■申し込み方法 

Ｅメール・FAX・電話、または直接当館へお申

し込みください。申し込み時は、お名前・お住

まいの地域・お電話番号をお知らせください。

ミュージアムガイド＆ライチョウ観察会
　当館の学芸員による企画展の解説と、付属園の

ライチョウ観察会を行います。

■期日　令和８年10月11日（日）

　　　　　　　　12月  ６日（日）

■時間　午前10時～・午後２時～

■申し込み　不要

■会場　当館 特別展示室と付属園

■費用　通常の観覧料（常設展と共通）が必要です。

　当館の専門員を講師に、石についてくわしく解

説する野外講座です。

■主催　長野県山岳総合センター

■共催　市立大町山岳博物館

■期日　令和８年9月27日（日）

■申し込み　要事前申込

■問い合わせ　長野県山岳総合センター

　電 話：0261-22-2773

　FAX：0261-22-5444

　Eメール：info@sangakusogocenter.com

展示・イベントのご案内

特別展　関連催し

市立大町山岳博物館
電　話：０２６１－２２－０２１１
ＦＡＸ：０２６１－２１－２１３３
Ｅメール：sanpaku@city.omachi.nagano.jp

企画展の申し込み・問い合わせ先

「ライチョウ野生復帰大作戦
 　－令和6・7年度の取り組み－」

企画展

石ハカセをめざそう！
野外活動講座

付属園のライチョウ（2025年12月６日撮影）
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富山市ファミリーパークへ
ライチョウを種卵移動しました

各小学校「青木湖キャンプ学習」に講師派遣しました

　毎年、市内や近隣の小学校が実施

する青木湖キャンプ学習に、各学校

からの派遣依頼を受けて当館では出

張講座として学芸員・専門員が出向

いています。

　今年も松川小学校（７月10日）、

八坂小中学校（７月13日）、大町北

部小学校（７月14日）からの依頼を

受けて講師派遣を行いました。

　青木湖キャンプ場内での学習で

は、青木湖やその周辺の自然や歴史

について楽しみながら理解を深めて

いただくため、クイズ＆ウォークラ

リー形式による学習プログラムを湖

畔で実施しています。

　自分たちが暮らす地域の自然環境

や歴史文化について、現地での体験

を通して、知って考えていただく機

会となりました。

　今年度は、ライチョウの繁殖技術

開発の一環として、当館では初めて

となる、人工採精および人工授精を

実施しました。この取り組みで得ら

れた、当館で飼育しているメスが産

卵した２卵を、富山市ファミリー

パークに受け入れていただきまし

た。

　当日は、富山市ファミリーパーク

の職員２名に当館まで受け取りに来

ていただき、大きな問題もなく、移

動を完了することができました。そ

の後、富山市ファミリーパークにお

いて、当館から移動した卵から１羽

が無事に孵化し、現在は他の雛とと

もに順調に育っているそうです。当

館で人工授精の取り組みによって得

られた卵が孵化したのは、今年が初

めてになります。

令和8年6月30日（火）

令和8年7月10日（金）・13日（月）・14日（火）

特別展関連催し
「ギャラリートーク」

令和8年度第2回「文化財講座」
に講師派遣しました

　白馬高等学校３年生の皆さんに、

山岳博物館のライチョウへ高山植物

を届けていただくという環境省主催

のイベントが開催されました。令和

６年よりライチョウに高山植物を提

供していただいている白馬五竜高山

植物園から採取したムカゴトラノオ

を、高校生13名が届けてくれました。

イベントの最後には、届いた高山植

物を展示しているライチョウに給餌

しました。ライチョウは、初めて見る

植物だったためか、恐る恐る近づい

ていきましたが、最終的にはついば

む様子も確認することができました。

　イベントをとおして、ライチョウ

や高山植物への興味関心を深めてい

ただくことができたのではないかと

思います。

　大町市文化財センターが毎年、年

間を通じて複数回開催している「文

化財講座」において、当館学芸員が

講師を務め、「大町市の近世の山伏と

信仰」と題した講演を行いました。

今回の講演は、同センターで収蔵す

る山伏関係資料を当館で調査させて

いただき、昨年度の『研究紀要』で報

告したことから講師派遣の依頼があ

りました。

　当日は、市内を中心に約15名に

ご参加いただきました。同センター

のご配慮で、講演の最後には、山伏

に関する実物資料も参加者にご覧い

ただき、講演を通して、北アルプス

後立山連峰周辺の山岳信仰や大町市

における近世の山伏の活動につい

て、広く知っていただく良い機会と

なりました。

　特別展「ボタニカル・フォトアー

トで見る雑草の機能美」関連催しと

して、開催初日に作者であるいがり

まさしさんご本人が、展示の見どこ

ろなどを解説する「ギャラリートー

ク」を開催しました。

　午前・午後の１日２回行い、延べ

39名にご参加いただきました。

　展示室で作品をご覧いただきなが

らのトークは、２回ともおおむね

30分間行っていただき、雑草と言

う何気ない植物にフォーカスした作

品を見ながら、作者の視点からの機

能美について語られ、これまでにな

いアートの世界をご堪能いただけた

ものと思われます。

令和8年７月４日（土） 令和8年7月11日（土）

令和８年度博物館実習の
受け入れを行いました

　山岳博物館では、学芸員の資格取

得を目指す大学生を対象として、博

物館実習の受け入れを行っていま

す。

　本年度は６名の実習生を受け入

れ、調査・研究、収集・保管、教育普及・

展示を軸とした学習をとおして、博

物館の仕事について学んでいただき

ました。また、お客様に対して実際

に館内のガイドを行っていただき、

幅広い層のお客様に対して解説をす

る難しさを実感していただくなど、

有意義な６日間となりました。

　来年度以降も実習の受け入れを予

定しており、将来学芸員を目指す学

生の支援を続けてまいります。

　安曇野市豊科図書館が８月11日

の祝日「山の日」に関連して毎年夏

に開催している「山岳講座」では、当

館職員が各分野による話題で講演を

例年行わせていただいています。今

年も依頼を受け、当館職員が出張講

座として出向き、豊科交流学習セン

ター「きぼう」で講演を行いました。

　当日は安曇野市内を中心に33名

の参加者があり、「高山植物の花の工

夫ー自家受粉を避けるさまざまな戦

略ー」と題した講演を通して、当館

のこれまでの研究成果を中心に花と

昆虫との関係などについてお話をさ

せていただき、新たな視点を紹介す

る良い機会となりました。

　山岳博物館では、高山植物の生活

史について観察を行っています。こ

の度は、イワギキョウを対象に白馬

岳で実施しました。

　イワギキョウは雌雄異熟で、おし

べが先に熟し、そのあとにめしべが

熟します。同じキキョウ科のツリガ

ネニンジンでは、この性の成熟が夕

方から生じることがすでにわかって

いて、花粉を媒介するガ類の行動に

合わせて開花しているものと考えら

れています。一方、イワギキョウの

花粉を媒介するのは昼間に活動する

マルハナバチ類ですが、性の成熟が

生じているのがいつなのかを３日間

かけて観察してきました。

令和8年８月1日（土） 令和８年８月６日（木）～ 11日（火・祝）

安曇野市豊科図書館「山岳講座」
に講師派遣しました

白馬高等学校からライチョウへ
高山植物を贈呈していただきました

令和8年7月21日（火）

高山植物の生活史にかかる調査
を実施しました
令和8年7月22日（土）～ 24日（月）

山岳博物館のライチョウ保護飼育
活動への寄附金をいただきました

　長野県環境保全研究所と共催で、

地球温暖化が身近な自然にどのよう

な影響を及ぼしているのかを知るた

めにセミの抜け殻を探し、その種類

や数を調べるイベントを開催しまし

た。本イベントは、平成25年より

開始し、毎年同じ場所で開催するこ

とで、自然の変化を調べています。

　７家族18名の参加者は、大町公

園でセミの抜け殻を集めた後、当館

講堂にて分類を行いました。抜け殻

の大きさや触覚の違いなどを観察し

ながら分類した結果、８種179個の

抜け殻が見つかりました。

　イベントをとおして、生き物への

関心を深めていただくことができた

のではないかと思います。

　山岳博物館のライチョウ飼育事業

のために、大町市内にある株式会社

北アルプスブルワリー様より金十萬

円の寄附金をいただきました。

　当館では、ニホンライチョウの生

息数の回復を図るために、環境省や

日本動物園水族館協会と連携して、

飼育研究を実施しております。当館

では、今年から人工採精と人工授精

の技術向上のための取り組みを行っ

ています。

　いただきました寄附金は飼育繁殖

に関わる経費として有効に活用させ

ていただきます。

令和８年8月7日（金）

みんなで温暖化ウオッチ
セミの抜け殻を探せ！ in大町

令和8年8月8日（土）

特別展関連催し
「ワークショップ」

　特別展「ボタニカル・フォトアー

トで見る雑草の機能美」関連催しと

して、会期中、いがりまさしさんを

講師にお迎えし、小学生を対象とし

たワークショップ「ボタニカル・フォ

トアート スマホアプリで簡単作製

術！」を開催しました。

　当日は、いがりさんからアプリの

操作方法の説明を受けた後、参加い

ただいた９名の子どもが作品を作製

しました。呑み込みが早く、時間内

に作品を仕上げることができまし

た。それぞれの個性と感性が反映さ

れた作品はどれも芸術的で、できあ

がった作品が披露されるたびに保護

者の方からは歓声があがっていまし

た。

令和８年8月11日（火・祝（山の日））
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富山市ファミリーパークへ
ライチョウを種卵移動しました

各小学校「青木湖キャンプ学習」に講師派遣しました

　毎年、市内や近隣の小学校が実施

する青木湖キャンプ学習に、各学校

からの派遣依頼を受けて当館では出

張講座として学芸員・専門員が出向

いています。

　今年も松川小学校（７月10日）、

八坂小中学校（７月13日）、大町北

部小学校（７月14日）からの依頼を

受けて講師派遣を行いました。

　青木湖キャンプ場内での学習で

は、青木湖やその周辺の自然や歴史

について楽しみながら理解を深めて

いただくため、クイズ＆ウォークラ

リー形式による学習プログラムを湖

畔で実施しています。

　自分たちが暮らす地域の自然環境

や歴史文化について、現地での体験

を通して、知って考えていただく機

会となりました。

　今年度は、ライチョウの繁殖技術

開発の一環として、当館では初めて

となる、人工採精および人工授精を

実施しました。この取り組みで得ら

れた、当館で飼育しているメスが産

卵した２卵を、富山市ファミリー

パークに受け入れていただきまし

た。

　当日は、富山市ファミリーパーク

の職員２名に当館まで受け取りに来

ていただき、大きな問題もなく、移

動を完了することができました。そ

の後、富山市ファミリーパークにお

いて、当館から移動した卵から１羽

が無事に孵化し、現在は他の雛とと

もに順調に育っているそうです。当

館で人工授精の取り組みによって得

られた卵が孵化したのは、今年が初

めてになります。

令和8年6月30日（火）

令和8年7月10日（金）・13日（月）・14日（火）

特別展関連催し
「ギャラリートーク」

令和8年度第2回「文化財講座」
に講師派遣しました

　白馬高等学校３年生の皆さんに、

山岳博物館のライチョウへ高山植物

を届けていただくという環境省主催

のイベントが開催されました。令和

６年よりライチョウに高山植物を提

供していただいている白馬五竜高山

植物園から採取したムカゴトラノオ

を、高校生13名が届けてくれました。

イベントの最後には、届いた高山植

物を展示しているライチョウに給餌

しました。ライチョウは、初めて見る

植物だったためか、恐る恐る近づい

ていきましたが、最終的にはついば

む様子も確認することができました。

　イベントをとおして、ライチョウ

や高山植物への興味関心を深めてい

ただくことができたのではないかと

思います。

　大町市文化財センターが毎年、年

間を通じて複数回開催している「文

化財講座」において、当館学芸員が

講師を務め、「大町市の近世の山伏と

信仰」と題した講演を行いました。

今回の講演は、同センターで収蔵す

る山伏関係資料を当館で調査させて

いただき、昨年度の『研究紀要』で報

告したことから講師派遣の依頼があ

りました。

　当日は、市内を中心に約15名に

ご参加いただきました。同センター

のご配慮で、講演の最後には、山伏

に関する実物資料も参加者にご覧い

ただき、講演を通して、北アルプス

後立山連峰周辺の山岳信仰や大町市

における近世の山伏の活動につい

て、広く知っていただく良い機会と

なりました。

　特別展「ボタニカル・フォトアー

トで見る雑草の機能美」関連催しと

して、開催初日に作者であるいがり

まさしさんご本人が、展示の見どこ

ろなどを解説する「ギャラリートー

ク」を開催しました。

　午前・午後の１日２回行い、延べ

39名にご参加いただきました。

　展示室で作品をご覧いただきなが

らのトークは、２回ともおおむね

30分間行っていただき、雑草と言

う何気ない植物にフォーカスした作

品を見ながら、作者の視点からの機

能美について語られ、これまでにな

いアートの世界をご堪能いただけた

ものと思われます。

令和8年７月４日（土） 令和8年7月11日（土）

令和８年度博物館実習の
受け入れを行いました

　山岳博物館では、学芸員の資格取

得を目指す大学生を対象として、博

物館実習の受け入れを行っていま

す。

　本年度は６名の実習生を受け入

れ、調査・研究、収集・保管、教育普及・

展示を軸とした学習をとおして、博

物館の仕事について学んでいただき

ました。また、お客様に対して実際

に館内のガイドを行っていただき、

幅広い層のお客様に対して解説をす

る難しさを実感していただくなど、

有意義な６日間となりました。

　来年度以降も実習の受け入れを予

定しており、将来学芸員を目指す学

生の支援を続けてまいります。

　安曇野市豊科図書館が８月11日

の祝日「山の日」に関連して毎年夏

に開催している「山岳講座」では、当

館職員が各分野による話題で講演を

例年行わせていただいています。今

年も依頼を受け、当館職員が出張講

座として出向き、豊科交流学習セン

ター「きぼう」で講演を行いました。

　当日は安曇野市内を中心に33名

の参加者があり、「高山植物の花の工

夫ー自家受粉を避けるさまざまな戦

略ー」と題した講演を通して、当館

のこれまでの研究成果を中心に花と

昆虫との関係などについてお話をさ

せていただき、新たな視点を紹介す

る良い機会となりました。

　山岳博物館では、高山植物の生活

史について観察を行っています。こ

の度は、イワギキョウを対象に白馬

岳で実施しました。

　イワギキョウは雌雄異熟で、おし

べが先に熟し、そのあとにめしべが

熟します。同じキキョウ科のツリガ

ネニンジンでは、この性の成熟が夕

方から生じることがすでにわかって

いて、花粉を媒介するガ類の行動に

合わせて開花しているものと考えら

れています。一方、イワギキョウの

花粉を媒介するのは昼間に活動する

マルハナバチ類ですが、性の成熟が

生じているのがいつなのかを３日間

かけて観察してきました。

令和8年８月1日（土） 令和８年８月６日（木）～ 11日（火・祝）

安曇野市豊科図書館「山岳講座」
に講師派遣しました

白馬高等学校からライチョウへ
高山植物を贈呈していただきました

令和8年7月21日（火）

高山植物の生活史にかかる調査
を実施しました
令和8年7月22日（土）～ 24日（月）

山岳博物館のライチョウ保護飼育
活動への寄附金をいただきました

　長野県環境保全研究所と共催で、

地球温暖化が身近な自然にどのよう

な影響を及ぼしているのかを知るた

めにセミの抜け殻を探し、その種類

や数を調べるイベントを開催しまし

た。本イベントは、平成25年より

開始し、毎年同じ場所で開催するこ

とで、自然の変化を調べています。

　７家族18名の参加者は、大町公

園でセミの抜け殻を集めた後、当館

講堂にて分類を行いました。抜け殻

の大きさや触覚の違いなどを観察し

ながら分類した結果、８種179個の

抜け殻が見つかりました。

　イベントをとおして、生き物への

関心を深めていただくことができた

のではないかと思います。

　山岳博物館のライチョウ飼育事業

のために、大町市内にある株式会社

北アルプスブルワリー様より金十萬

円の寄附金をいただきました。

　当館では、ニホンライチョウの生

息数の回復を図るために、環境省や

日本動物園水族館協会と連携して、

飼育研究を実施しております。当館

では、今年から人工採精と人工授精

の技術向上のための取り組みを行っ

ています。

　いただきました寄附金は飼育繁殖

に関わる経費として有効に活用させ

ていただきます。

令和８年8月7日（金）

みんなで温暖化ウオッチ
セミの抜け殻を探せ！ in大町

令和8年8月8日（土）

特別展関連催し
「ワークショップ」

　特別展「ボタニカル・フォトアー

トで見る雑草の機能美」関連催しと

して、会期中、いがりまさしさんを

講師にお迎えし、小学生を対象とし

たワークショップ「ボタニカル・フォ

トアート スマホアプリで簡単作製

術！」を開催しました。

　当日は、いがりさんからアプリの

操作方法の説明を受けた後、参加い

ただいた９名の子どもが作品を作製

しました。呑み込みが早く、時間内

に作品を仕上げることができまし

た。それぞれの個性と感性が反映さ

れた作品はどれも芸術的で、できあ

がった作品が披露されるたびに保護

者の方からは歓声があがっていまし

た。

令和８年8月11日（火・祝（山の日））
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播隆の槍ヶ岳開山にかかわる古道・飛州新道
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当会またサークル４団体（ボランティアの会・烏帽子の会・
花めぐり紀行・山岳文化研究会）の活動は、博物館公式HP
でご覧いただけます。

　友の会主催事業として７月５日（日）に実施した今回の催しでは19

名の会員が参加し、山岳博物館から千葉副館長が講師として同行して

植物の現地説明を行いました。

　当日の朝は、白馬五竜スキー場からゴンドラとリフトを利用して地

蔵の頭へ。曇り空で、お天気が心配でしたが、何とか雨に遭わずに小

遠見山まで往復し、予定通りの行程を歩くことができました。昼食休

憩と記念写真を撮影した小遠見山では、一瞬ではありましたが、雲間

からカクネ里氷河を見ることができました。帰りは白馬五竜高山植物

園を見学後、ゴンドラに乗車して下山。初夏の一日、五龍岳遠見尾根

での自然観察会を楽しみました。

　江戸時代後期の念仏行者・播隆は、槍ヶ岳での登拝修行

を文政９年（1826）から天保６年（1835）まで計５回実

践したと伝わります。

　播隆自身は、「開山」という言葉を使わず「開闢」（天地

の開き初め。宗教的な開山の意）と記し、その目的を達成

したのは天保５年（1834）の４回目の槍ヶ岳登山のとき

でした。その際、山頂を平らに広げ、先に安置した三体の

仏像に、新たに仏像一体を加えて四尊とし、これをもって

「槍ヶ岳寿命神」として、神仏が一体化した槍ヶ岳での独自

の登拝信仰を形成しました。このとき、後に続く講による

登拝者のために、槍の穂先と呼ばれる山頂付近の岩場に藁縄

と木製の鈎で作った「善の綱」（善所へ導く綱の意）」も掛

けます。この綱は、後に信徒らによって鉄鎖に掛け替えら

れます。

　こうした播隆による槍ヶ岳登山で一行が通ったのが、

「飛州新道」などと呼ばれる北アルプス南部の山中を抜け

る道でした。この道は、信州（信濃国）と飛州（飛騨国）を

結ぶ古道を改善し、交易の道として江戸時代後期に開削が

進められたもので、播隆らは槍ヶ岳への通い道として、新

道の一部を利用して槍沢へと至りました。

　当館では、今年の7月28・29日に、この道の一部を含

む鍋冠山・蝶ヶ岳方面への現地調査を行いました。シラビ

ソやコメツガなどの針葉樹からなる原生林の森を歩き、牛

首（つめた沢掘り割付近）の播隆小屋掛け跡、大平（富士見

横手分岐付近）の牛小屋跡、大久保（八丁ダルミ付近）、鎗ヶ

嶽（槍ヶ岳）道・上口（上高地）道の分岐、手水ヶ嶽（大滝山）

など、消滅地名を含め、播隆が歩いた当時の古地名の場所

付近をたどりました。

　今年は播隆の槍ヶ岳初登山から200年というひとつの

節目を迎えます。　　　　 （市立大町山岳博物館　学芸員）

関 　悟志

◆市立大町山岳博物館は付属園を含め、月曜日と祝日の翌日が休館です。ただし、月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館
となります。このほか、年末年始は休館となります。

◆開館時間は次の通りです。４～11月：午前９時～博物館：午後５時（入館は午後４時30分まで）・付属園：午後４時30分
（入園は午後４時まで）、12～３月：午前10時～博物館・付属園：午後４時（入館・入園は午後３時30分まで）。

◆毎月第３日曜日の「家庭の日」とその前日の土曜日は、「大町市民無料開放デー（長野県民割引）」として、大町市民
の方は観覧料が無料です。また、この日は長野県民の方も団体割引料金で観覧いただけます。今季の該当日は、10月
17・18日、11月14・15日、12月19・20日です。この機会にぜひご来館ください。

◆次の方は通年、いつでも博物館を無料で観覧いただけます。《障がい者手帳をお持ちの方と付き添いの方１名／未就学児
／大町市内小・中学校に通う児童・生徒／大町市在住の高校生／大町市在住の65歳以上の方》

　このほかにも観覧料の各種割引があります。詳しくは受付窓口でお尋ねください。
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「五龍岳 遠見尾根 

　  ―高山植物・カクネ里氷河を見る―」

お知らせ   ～『令和7年度  年報』を発行しました（令和8年7月25日  発行）～
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　このたび、昨年度の当館における活動をまとめた『令和7年度 年報』を発行しました。

　毎年度発行している『年報』では、資料収集・保存管理事業、調査研究事業、教育普及事業を中心に、前年度にお

ける１年間の活動内容を記しています。『年報』は、今回発行分の令和７年度のほか、過去年度についても当館公式ウェ

ブサイトでPDFファイルにて公開しています。ぜひ、ご高覧ください。

ライチョウの人工採精・人工授精付属園だより

　ライチョウの人工採精および人工授精の取組は、上野動

物園と横浜市繁殖センターで令和３年から開始されました

が、当館では今年度から初めてこの取組に参画しました。

今年度は、５月末に他園から職員を派遣していただき、２

日間の研修を受けました。

　今回の取組は、飼育個体を対象としていましたが、野生

の雄から採精し、飼育の雌に精液を注入する方法を確立す

るための検証も兼ねて実施しました。そのため、実際の移

動時間を想定し、採精した精液を５時間以上低温で保存し

た後、雌への注入を行いました。

　人工採精では、ライチョウに対するマッサージの力加減

や方法のコツをつかむことが難しく、個体に負担をかけな

いよう細心の注意を払いながら行いました。採精後には、

顕微鏡で精子の量や状態を確認するなど、採取した精液の

検査も行いました。

　研修後も、当館職員だけで人工採精と人工授精に繰り返

し取り組み、職員同士で情報を共有しながら経験を重ねま

した。しかし、採取した精液の中に精子を確認できないこ

とも多く、採精の時期やマッサージの方法など、今後さら

に見直していく必要があります。今年度の取組を通して、

人工採精・人工授精について多くの経験を積むことができ

ました。まだ技術的に課題はありますが、今後も練習を重

ねながら、当館に適した採精の時期や方法を探っていきた

いと思います。

　ライチョウの域外保全に貢献できるよう、引き続き取り

組んでまいります。

夏の自然観察会
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